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12月1日（水）の開催に向け準備中の群馬大学ダイバーシティ推進センター

シンポジウムについてご案内します。

本シンポジウムのテーマは、「ダイバーシティ環境で育む知のシナジーと

研究力」です。基調講演には、宮浦千里氏（中部大学総長補佐・特任教授

／東京農工大学特命教授・名誉教授）をお招きします。宮浦先生は、男女

共同参画活動における多大な貢献により、第7回澤柳政太郎記念東北大

学男女共同参画賞、東京都女性活躍推進大賞 優秀賞等を受賞されまし

た。研究者の育成をはじめ、大学が取り組むダイバーシティの方向性や科

学技術分野のジェンダー平等・ダイバーシティ推進など、幅広くご講演いた

だく予定です。パネルディスカッションでは、群馬大学及びぐんまダイバー

シティ推進地域ネットワーク参加大学から4名のパネラーを迎え、各分野で

のダイバーシティ推進を踏まえた研究力促進と研究力向上について議論を

進め、群馬大学における研究者育成とその課題及びダイバーシティ推進セ

ンター活動の在り方について検討します。

男女協働キャリア支援部門の活動報告

地域医療支援部門の活動報告

ぐんま地域医療会議への参画について
地域医療支援部門（ぐんま医療人ネットワーク）の荒木です。今年度も

引き続き、群馬県内の病院を対象に調査を実施し、医師の勤務状況を

把握するよう努めるとともに、医師配置の要望等については、各診療科

・医会へ照会し、書面でいただいたご意見をとりまとめ、必要に応じて意

見交換を行いました。新型コロナウイルスに関する対応等、平時以上

の対応が発生し特にご多忙な中、ご協力いただいた皆様には大変感

謝申し上げます。得られた結果は、ぐんま地域医療会議に報告し、医

師の適正配置に向けた意見交換のための資料とさせていただきます。

今年も去年同様、ハイブリッド形式で開催します。

詳細は、後日、メールやポスター掲示にてご案内いたします。平日開催となりますが、お時間の許す限り多くの

先生方に視聴していただきたく、よろしくお願い申し上げます。

ぐんま医療人ネットワークでは、医師偏在の解消を目指し、医師適正配置に向けた取り組みを県と共に模索して

いきたいと考えていますので、ご意見等ありましたら、ぜひお寄せいただければと思います。



本日の医学科オープンキャンパスの満足度を5段階で評価してく
ださい

回答数 割合

大変満足 77 96.3%

まぁ満足 3 3.7%

普通 0 0%

やや不満 0 0%

不満 0 0%

計 80 100%

スキルラボ部門の活動報告

8月10日（火）～18日（水）、昭和地区で医学科オープンキャンパスとしてスキルラボセンター体験・見学ツア

ーを実施しました。昨年度はコロナウイルス感染拡大に伴い開催が叶いませんでしたが、今年度は十分な

感染対策を行いながら、1回の参加人数を制限して回数を増やすことで、総勢130人の中高生を対象に、対

面にて実施することができました。また、今年度の新たな試みとして、スキルラボセンターと基礎系研究室で

連携した体験・見学ツアーを実施しました。

スキルラボセンターでは、診察、診断のための検査、治療のための手技 （3D解剖、分娩介助、腹腔鏡や内

視鏡等）、基礎系研究室では、最新の研究設備の見学や電子顕微鏡観察など、様々な体験をしてもらいま

した。体験内容が参加日により異なり、当日のお楽しみ企画でありましたが、中高生たちは、全てに目を輝

かせながら積極的に参加していました。また、レクチャーをする先生方のサポートや案内役として、現役医

学科生がお手伝いに駆けつけてくれました。中高生たちは、少し年上の医学科生の姿に触れて、自分の将

来が思い描けたようです。アンケート結果も大変好評であり、嬉しいコメントを多数いただきました。

親切にご指導いただきました先生方、医学科生の皆さん、ご協力いただきました皆様に、この場をお借りし

心より御礼申し上げます。

医学科オープンキャンパス開催

フリーコメントより

・ 誘導の学生さんや各体験場所の先生方がとても面白くて楽しかったです！
・ 実際の手術の模型を操作でき、医学への関心が高まりました。
・ 解剖の3Dで、身体の立体的な構造が観察でき、生命の神秘性を感じました。

本日の医学科オープンキャンパスは、医学部受験のモチベーション
アップに繋がりましたか？

回答数 割合

大変満足 68 85%

まぁ満足 12 15%

普通 0 0%

やや不満 0 0%

不満 0 0%

計 80 100%

聴診器を使って、呼吸音・心音を聴いています 腹腔鏡のシミュレータで、胆嚢摘出に挑戦中！



新規シミュレータの導入について

本学において、全ての学生に感染症診療および防御に関する知識と技術を身につけられるよう実践的かつ

効果的な教育を実施し、また、高度な知識と技術を身につけ適切に対応できる医療従事者を育成することを

目的とした感染症医療人材育成事業計画を掲げています。事業推進にあたり、この度、スキルラボセンター

に、Sim Man3G、イチローⅡ、ラングⅡ、フィジコ等、アセスメントや全身管理、人工呼吸器管理を目的とした

シミュレータや検体採取の技術習得を目的とした鼻腔・咽頭ぬぐい液採取モデルが導入されることになりまし

た。9月以降順次、納入が予定されており、今後説明会も開催する予定です。実習、研修等、ぜひ幅広くご活

用いただければと思います。

各部門の直近活動予定について

分娩介助の体験です。無事に赤ちゃんが生まれました！ 2人で協力して、新生児の蘇生を行っています



お知らせ

新任のご挨拶

令和3年8月より地域医療研究・教育センター地域医療支援部門の助教を務め
させていただくことになりました。専門は内分泌糖尿病内科です。今まで医師
ワークライフ支援プログラムも利用し、診療、研究に従事してきました。今後は
群馬県の医療を担う若手医師や医学生への支援、医師を志す高校生への情
報発信などに携わり、群馬県の医療に貢献していきたいと存じます。御指導の
ほどよろしくお願いいたします。錦戸 彩加 先生

＜ 異動された方 ＞
地域医療支援部門 土岐 明子

＜ 着任された方 ＞
地域医療支援部門 錦戸 彩加（内分泌糖尿病内科から） よろしくお願いいたします。

お世話になりました！

「医療人のための統計セミナー（オンラインシリーズ第一弾）」

毎年、多くの方に参加いただいている藤田晴康先生の統計個別相談
をオンラインで実施します。セキュリティや操作性に定評のあるCisco 
Webexを利用します。統計ソフトを共有し、相談しながら操作すること
も可能です。 開催は10月30日（土）の午後、1名20分で1日5-6名を予
定しています。 課題解決に向けてぜひ、この機会にご参加ください！

お問い合わせや申し込みは、下記までご連絡ください。
地域医療研究・教育センター（担当：事務局 牛込）
Fax : 027-220-7808
E-mail : c-center@ml.gunma-u.ac.jp

日 時 2021年 10 月 30 日（土）
時 間 14：00～（1日5～6名程度）
方 法 オンライン（Webex）

「医療人のための統計個別相談」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域医療研究・教育センターでは、毎年、講師をお招きし講義形式の
統計セミナーを開催してきました。昨年度は、セミナーの開催が叶い
ませんでしたが、新たな試みとして、講義動画のオンデマンド配信が
決定いたしました。第一弾のテーマは、講義テーマに関するアンケー
トでご要望の多かった、『質問票の基本、研究の手順』になります。

動画の視聴には、専用サイトへの登録が必要になります。登録が完
了すると、お好きな時間にご視聴いただけます。統計学に関する知
識やスキルの習得に、ぜひお役立てください。

専用サイト登録のお申込みはこちら☛

お問合わせは、下記までご連絡ください。

地域医療研究・教育センター（担当：事務局 牛込）
E-mail : c-center@ml.gunma-u.ac.jp

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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